
№ 項目(№) 項目 頁 意見の内容 県の考え方

1 第1-1
「観光立
県」の意
義

1

　観光業者以外にとって，観光客は住民に
とってストレスであることを自覚して，施
策を設定してほしい。

　次期基本方針においては，取組指針の一
つとして，生活環境や居住環境を含め地域
の環境を守ることを掲げており，また，施
策の展開例として，今回，新たに「観光公
害（オーバーツーリズム）を防ぐ地域と調
和した観光振興」を盛り込んでいるところ
です。
　御意見については，次期方針に基づく施
策の展開に当たっての参考にさせていただ
きます。

2 第3-3 数値目標 9

　クルーズ船は必要ありません。客のマ
ナー等迷惑なだけです。

 クルーズ船の誘致については，「訪日ク
ルーズ旅客を2020年に500万人」とする目
標を政府が掲げ，全国的な取組が進められ
ているところです。
　御指摘の「クルーズ客のマナー等」につ
いては，これまでも，ツアーを実施する旅
行会社等に対し，乗客への周知や現地での
確認を要請するなどの対応を行っていると
ころであり，今後も引き続き，必要な対策
を検討してまいります。

3 第3-3 数値目標 9

　観光客が自然を破壊することが予想され
ることを理解して，施策を設定してほし
い。

　御指摘の「観光客による自然破壊」につ
いては，次期基本方針において，取組指針
の中で「環境保全への取組」を記載すると
ともに，施策の展開例として「自然環境の
保全」や「環境に対する意識やマナーの普
及啓発」を盛り込んでいるところです。

4 第3-3 数値目標 9

　奄美地区においては，宿泊客数の適正人
数を考えるべき。奄振からの補助金を調整
し，高価格で来島する客の割合を増やすべ
き。

　観光客の適正人数について，数値目標と
して設定することは考えていないところで
すが，施策の展開例として「観光公害
（オーバーツーリズム）を防ぐ地域と調和
した観光振興」を新たに盛り込んでいると
ころです。
　また，次期基本方針においては，価値を
高めることが重要であることから，数値目
標の１番目の項目として「観光消費額」を
掲げたところです。

5 第5-3-2-4
クルーズ
船の誘致

27

　奄美群島や種子島・屋久島をはじめ，鹿
児島にはたくさんの離島があるので，ク
ルーズ船だけでなく，鹿児島から奄美・沖
縄に向かう定期船などを利用した本土と離
島，離島と離島を結ぶ船旅の魅力を伝える
ことも観光客の増加につながると思う。

　御指摘のとおり，本県は多くの離島を有
しており，船旅の魅力も貴重な観光資源の
一つであると考えております。
　御意見については，次期方針に基づく施
策の実施に際し，参考にさせていただきま
す。

「鹿児島県観光振興基本方針」（観光立県かごしま県民条例に基づく基本方針）
（案）に寄せられた御意見の概要と御意見に対する考え方にいて

１　募集期間：令和元年１０月７日（月）～１１月６日（水）

２　意見の件数：１５件（１１名）

３　意見の概要と県の考え方



№ 項目(№) 項目 頁 意見の内容 県の考え方

6 第5-3-2-1
観光客の
来訪の促
進等

25

　観光を振興することで観光客の増加を目
指すのは良いと思うが，最近，外国人客の
急増により，観光地の秩序が保てなくなる
といった状況が，京都などで生じていると
ニュースでも伝えられている。
　鹿児島においても，クルーズ船が着いた
時にマナーが悪いといった話も耳にするの
で，そのような点も考慮してバランスのと
れた振興策が大事だと思う。

　御指摘の「オーバーツーリズムの視点」
については，極めて重要であると考えてお
り，次期基本方針においては，取組指針の
中で，「観光公害（オーバーツーリズム）
が発生しないよう，事前に対策を講じ
る。」ことを明記するとともに，展開例と
して「観光公害（オーバーツーリズム）を
防ぐ地域と調和した観光振興」を盛り込ん
でいるところです。

7 第5-3-3-2

外国人観
光客の受
入体制の
整備

29

　ＳＮＳが主流の近年，旅行で訪れる方々
が必ず持ち歩く物はスマホだと思う。2020
年東京オリンピック，パラリンピック開催
で多くの外国人観光客も増えると思う。
　県内のアプリは存在するが，これを多言
語対応し１つのアプリで色々対応出来れば
(フリーWi-Fiの情報，スマホなどの充電ス
ポット，観光名所迄の交通，リアルタイム
の所要時間，防災情報など…)良いと思
う。

　御指摘の「外国人観光客への対応」につ
いては，非常に重要であると考えており，
次期基本方針においては，「全ての観光客
がストレスなく快適に観光できる環境の整
備」や「外国人観光客の受入体制整備」の
中で，「観光客への的確な情報提供」や
「公衆無線LAN環境の整備の促進」，「観
光関連情報の多言語化」を盛り込んでいる
ところです。
　御意見については，次期方針に基づく施
策の実施に際し，参考にさせていただきま
す。

8 第5-3-2-2
スポーツ
キャンプ
等の誘致

26

　コストコ，イケヤ，アウトレットモール
などの商業施設が出来ると他県からの集
客，経済効果が生まれると思う。フェスや
レッドブルのスポーツイベントなども良い
と思う。

　次期基本方針においては，施策の展開例
として，「多彩なイベントを活用した誘客
の促進」について記載しているところで
す。
　御意見については，今後の取組の参考に
させていただきます。

9 第5-2-2-5 大隅地域 19

　大隅半島は，日中観光して，夜は鹿児島
市内等に戻り宿泊というルートになりがち
である。宿泊施設の新設・整備は難しく，
建てたから宿泊客が増えるというわけでも
ない（キャパが増えるのはあるが）。
　施策の方向として，食・自然・環境等の
魅力を発信しながら，民泊などによる，地
域の人間性，おもてなしで魅了しファンを
獲得することで関係人口・交流人口の増，
宿泊していただくための整備をおこなって
いくというのを盛り込んではどうか。

　県では，これまでも広域ルートの作成や
地域の魅力的な自然・食・環境等の観光素
材を生かした情報発信を行っているところ
です。
　また，次期基本方針においては，施策の
展開例として，「宿泊環境の多様化に併せ
て，地域の実情に応じた宿泊施設等の整備
の促進」について記載しているところで
す。
　御意見については，次期方針に基づく施
策の実施に際し，参考にさせていただきま
す。

10 第5-3-3-6
統計調
査・研究

30

　与論町が制作した８Ｋの動画は，とても
美しく，国際的な映像祭で評価されている
と聞いていて，映像を見ると，観光に訪れ
たい，実際に行って見てみたいと思わせる
映像になっている。映像の周知では，ＳＮ
Ｓでの拡散を狙って，デジタルマーケティ
ングの手法を活用した情報発信を行ったよ
うである。デジタルマーケティングの重要
性は今後も高まっていくと思われるので，
県の観光においてもぜひ取組を進めてほし
い。

　御指摘の「デジタルマーケティングの取
組」については，重要であると考えてお
り，次期基本方針においては，施策の展開
例として「デジタルマーケティングの実
施」を盛り込んでいるところです。

11 第5-3
施策の展
開

22

　最近は，「持続可能な開発目標」
（SDGs）というキーワードを見聞きするこ
とが多く，国を挙げて推進に取り組んでい
るようであり，先日北海道で開催されたＧ
２０の観光大臣会合でも，経済成長の牽引
と持続可能な開発目標（SDGs）に対する貢
献という観光の役割が確認されている。こ
のようなことから，次期「鹿児島県観光振
興基本方針」でも，SDGsの観点について盛
り込まれるべきであると思う。

　御指摘の「SDGsの観点」については，国
においても積極的に取組を進めているな
ど，重要な視点であると考えています。
　次期基本方針においては「施策の方向」
の中で「持続可能な観光地づくりの推進」
を盛り込んでいるところですが，御指摘を
踏まえ，施策の展開に当たっての考え方と
して，SDGsの観点を追記することとしま
す。



№ 項目(№) 項目 頁 意見の内容 県の考え方

12 第5-3-3-5
観光旅行
の安全の
確保

30

　沖縄県の首里城の火災はとても残念でそ
して大変ショックを受けたが，観光の施
設，特に木造建築の火災の恐ろしさを痛感
した。観光で最も重要なのは観光客の安全
だということをちゃんと意識して，観光客
の方々が安心して観光を楽しめるための取
組を進める必要があると思う。

　御指摘の「観光客の安全への取組」につ
いては，重要であると考えており，次期基
本方針においても，「施策の展開」の中
で，「観光旅行の安全の確保」を盛り込ん
でいます。

13 第5-3-2-2
スポーツ
キャンプ
等の誘致

26

　ラグビーワールドカップは，鹿児島市で
事前キャンプを行った南アフリカチームが
優勝し，鹿児島も大いに盛り上がった。
　今後は，より一層，スポーツを観光に活
かすことが大事であり，強化するべきだと
思う。

　御指摘の「スポーツを観光に生かす取
組」については，重要であると考えてお
り，次期基本方針においては，「施策の展
開」の中で，「スポーツキャンプ等の誘
致」を盛り込んでいるところです。

14 第5-2-2

県内各地
域の特性
と施策の
方向

14

　私が住んでいる日置市は，島津義弘や小
松帯刀を生んだ歴史に大変造詣のある町で
あるが，この案では日置市を含む「鹿児島
地域」は「アクセスの良さを生かした誘
致」だけが施策方向として書かれており，
これが本当に「特性に応じた施策」といえ
るか疑問。隣接の地域という括りではな
く，その特性に応じた地域分けはできない
ものか。
　歴史であれば，日置市，姶良，湧水町は
三州同盟を結び，歴史を軸に繋がりを持っ
ているし，南さつま市と日置市はサイクリ
ングなどのウェルネス資源についても連携
して取り組んでいる。
　隣接した市と取り組むことで，フット
ワークの軽い，そして強固な結びつきによ
る施策推進も良い方法かとは思うが，各地
域のポテンシャルを最大限に生かす，その
特性を軸にした地域分けも効果的なのでは
ないか。各地域を尊重した施策の展開が
オール鹿児島でのおもてなしに繋がるので
はないかと思う。

　「県内各地域の特性と施策の方向」の項
目については，本県の各地域振興局・支庁
が管轄する市町村ごとに県内を７つの地域
に分け，それぞれの特性を整理し，施策の
方向をお示ししたものです。
　本県は，豊かな自然，歴史文化，食材な
ど，多彩な魅力を有しており，御指摘のと
おり，様々な切り口で地域分けを行うこと
ができるものと考えられ，実際の取組にお
いては，あらゆる形での地域間連携が重要
であることから，御意見については，次期
方針に基づく施策の実施に際し，参考とさ
せていただきます。

15 第5-3-3-1

全ての観
光客がス
トレスな
く快適に
観光でき
る環境の
整備

28

　交通機関や多言語化に関する記載がある
が，公共交通機関，特に海外の方の利用が
多いバスは，観光地・施設への便数，バス
停やバス路線図や行先などの多言語化が急
務だと思う。

　御指摘の「観光関連情報の多言語化」に
ついては，重要であると考えており，次期
基本方針においては，「施策の展開」の中
で，「観光関連情報の多言語化」を盛り込
んでいます。
　御意見については，次期方針に基づく施
策の実施に際し，参考にさせていただきま
す。


